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平成 22 年 11 月 24 日

運 輸 安 全 委 員 会

中華航空機炎上事故に係る安全勧告に対する措置状況について

運輸安全委員会（JTSB）は、平成 19 年 8 月 20 日に那覇空港で発生した中華

航空機炎上事故の調査において、平成 21 年 8 月 28 日に事故調査報告書の公表

とともにアメリカ合衆国連邦航空局（FAA）に対して下記１のとおり安全勧告

を行ったところですが、今般、安全勧告に対する措置状況について FAA から別

添のとおり通知を受けましたのでお知らせします。

なお、FAA から通知のあった安全勧告に対する措置状況の内容（仮訳）は下

記２のとおりです。

記

１ JTSB が行った安全勧告の内容

運輸安全委員会は、米国連邦航空局が航空機製造会社であるボーイング社

に対して下記の措置を取るよう指導することを勧告する。

サービスレター、サービスブリテン等の運航者への整備作業指示の策定

に当たっては、誤作業の発生を防止するため、作業を行う範囲を明確にす

るとともに、作業箇所へのアクセス性等の作業条件、環境を適切に評価す

ること。

２ FAA から通知のあった安全勧告に対する措置状況の内容（仮訳）

FAA Aircraft Certification Office（ACO）は、ボーイング社によって策定さ

れた、判明した不安全な状況に対して FAA が公表した耐空性改善命令（AD）

に関連するすべてのサービス情報を審査し、認証している。ACO の審査は、

サービス情報に書かれた型式変更が AD の意図するところを満足し、明確で

あり、不安全な状況を軽減するのに適切であることを確保するために行われ

ている。ACO は、整備指示の妥当性については審査していない。より完全

な評価を提供するため、FAA Aircraft Evaluation Group（AEG）が、現在、

整備指示の妥当性にさらに焦点を置いて、AD に関連したサービス情報につ

いて追加的な審査を行っている。AEG の職員は、航空機整備の訓練を受け

ており、整備の経験も有しているので、作業環境や作業箇所へのアクセス性

に関する問題点を評価することができる。
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FAA は、AD の発令が予定されていないときには、サービス情報の認証を

ボーイング社において技術的評価を行うよう FAA から指名を受けた者に委

任している。しかしながら、ボーイング社のサービス情報の作成者は、本事

故から得られた教訓により、アクセス性が整備ミスのおこりやすさに与える

影響について、更に認識するようになった。この認識によって、サービス指

示の改善が期待される。

上記の変更の結果、FAA は、現在、ボーイング社に対し、サービス情報

に関し公正な監督を行っていると信じており、更なる措置をとる予定はない。
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